
２０１７年（平成２９年）10 月 31 日（火曜日）

　

中
国
や
韓
国
な
ど
の
民
間

団
体
が
申
請
し
た
旧
日
本
軍

の
従
軍
慰
安
婦
関
連
資
料

は
、
登
録
の
是
非
の
判
断
が

延
期
さ
れ
た
。

　

朝
鮮
通
信
使
は
、
朝
鮮
国

王
が
徳
川
将
軍
家
に
派
遣
し

た
使
節
団
。
江
戸
や
日
光
東

照
宮
な
ど
、
一
行
が
通
っ
た

国
内
12
都
府
県
と
韓
国
に
外

交
文
書
や
絵
巻
な
ど
が
残
っ

て
お
り
、
関
係
自
治
体
な
ど

で
つ
く
る
日
本
側
の
「
朝
鮮

通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会
」

と
韓
国
側
の
「
釜
山
文
化
財

団
」
が
共
同
で
計
３
３
３
点

の
資
料
の
登
録
を
推
進
し
て

き
た
。

「世界の記憶」に登録された「朝鮮通信使御楼船図屏風」（部分、大阪歴史博物館蔵）

電
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号
外
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朝
鮮
通
信
使「
世
界
の
記
憶
」

日光東照宮に縁
　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
は
日
本
時
間
31

日
未
明
、
日
韓
両
国
の
自
治
体

な
ど
が
共
同
申
請
し
た
江
戸
時

代
の
外
交
資
料
「
朝
鮮
通
信
使

に
関
す
る
記
録
」
と
、
群
馬
県

の
古
代
石
碑
群
「
上
野
三
碑

（
こ
う
ず
け
さ
ん
ぴ
）」
を
「
世

界
の
記
憶
」（
世
界
記
憶
遺
産
）

に
登
録
し
た
と
発
表
し
た
。

　

日
本
か
ら
は
ほ
か
に
、
第
２

次
大
戦
中
に
「
命
の
ビ
ザ
」
で

多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
救
っ

た
岐
阜
県
出
身
の
外
交
官
杉
原

千
畝
（
す
ぎ
は
ら
・
ち
う
ね
）

の
資
料
「
杉
原
リ
ス
ト
」
も
申

請
さ
れ
て
い
た
が
、
登
録
を
見

送
ら
れ
た
。

　

上
野
三
碑
は
飛
鳥
、
奈
良

時
代
（
７
、８
世
紀
）
に
現

在
の
群
馬
県
高
崎
市
に
建
て

ら
れ
、
国
の
特
別
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
山
上
（
や
ま

の
う
え
）
碑
、
多
胡
碑
、
金

井
沢
碑
の
総
称
。
６
８
１
年

建
立
の
山
上
碑
は
完
全
な
形

で
残
る
石
碑
と
し
て
は
国
内

最
古
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も

漢
字
で
刻
ま
れ
、
東
ア
ジ
ア

の
文
化
交
流
を
示
す
遺
産
と

し
て
同
市
な
ど
が
申
請
し

た
。

　
「
世
界
の
記
憶
」
の
登
録

審
査
は
２
年
に
１
度
行
わ
れ

る
。
日
本
か
ら
は
こ
れ
ま
で

に
「
山
本
作
兵
衛
炭
坑
記
録

画
・
記
録
文
書
」「
慶
長
遣

欧
使
節
関
係
資
料
」
な
ど
５

件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
が
遺
産
登
録


